令和６年度　第１回　
春の歌運営推進会議　報告書

日 　　　　 時： 令和６年５月１６日（木） １３：３０～１４：３０
場 　　　　 所： 春の歌

１．報告事項
〇基本情報
	法　人　名
	株式会社縹色

	事 業 所 名
	春の歌

	住　　　所
	札幌市北区拓北4条3丁目12番16号

	電話/FAX
	０１１－７９２－５８６０/０１１－７９２－５８６２

	事 業 所 番 号
	０１９０２０２３３３

	事 業 種 別
	指定介護予防小規模多機能型居宅介護・指定小規模多機能型居宅介護

	事業開始年月日
	令和5年11月１日

	登録定員
	１２名（営業日/問い合わせ：365日/9:00～18:00）

	通い定員
	６名（提供時間：9:30～16:00）

	泊り定員
	２名（提供時間：16:00～9:30）

	訪問対応
	24時間対応



〇出席者 
	市町村職員
	0名
	知見を有する者
	１名
	地域住民・地域団体
	２名

	利用者
	３名
	利用者家族
	0名
	地域包括支援センター
	１名

	近隣事業所
	１名
	事業所職員
	３名
	その他
	０名



（１）利用者の状況　（令和6年5月16日現在）
〇登録者数及び男女比
	[bookmark: _Hlk166161543]
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	登録者数
	８
	８
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	男性
	４
	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	女性
	４
	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



〇地域 
	 
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	拓北
	０
	　０
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	あいの里
	３
	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	篠路
（篠路町上篠路）
	１
	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	太平
	４
	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	百合が原
	０
	０
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	東茨戸
	０
	０
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



〇要介護度 
	
	要支援１
	要支援２
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	
申請中

	４月
	０
	０
	３
	３
	２
	０
	０
	０

	５月
	０
	０
	２
	４
	２
	０
	０
	０

	６月
	
	
	
	
	
	
	
	

	７月
	
	
	
	
	
	
	
	

	８月
	
	
	
	
	
	
	
	

	9月
	
	
	
	
	
	
	
	

	10月
	
	
	
	
	
	
	
	

	11月
	
	
	
	
	
	
	
	

	12月
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	
	
	
	
	

	2月
	
	
	
	
	
	
	
	

	3月
	
	
	
	
	
	
	
	



（2）活動報告
	４月
	・春の歌ヨガ、春の歌麻雀、春の歌カラオケ　・ちぎり絵制作（桜）　・モルック
・ドライブ（当別で白鳥見る、拓北いきいき公園花見、当別阿蘇公園花見）　

	5月
	・春の歌ヨガ、春の歌ジュガ、春の歌麻雀、春の歌カラオケ　・拓北市住体操教室参加
・ちぎり絵制作（ライラック）　・円山動物園　　・ドライブ（石狩の海）　


※令和６年６月１７日以降の日程は予定


〇その他、暮らしの中で行っていること
・調理、食器洗い、洗濯干し、洗濯たたみ、掃除
・買い物（商品選び、セルフレジで会計）
・資源ごみをまとめリサイクルセンターへ持ち込み
・フットケア、アロマタッチセラピー

（３）事故及びヒヤリハットの報告
	日付
	内容
	対応
	再発防止

	R6.4.2
	【転倒リスク】
ソファーからの立ち上がり向きを変えた際ふらつき。
	側にいたので支えた。
	バランスを崩しやすい方であるため、動作時は側で見守り、声掛けし向かう方向への意識を向ける

	R6.4.10
	【転落リスク】
階段降りた際、職員を先に行かせようとし、職員を押したはずみでふらつき。
	側にいたので支えた。
	2階でステッパーをした後すぐ降りたため疲労の影響あると思われる。少し休憩を取り降りること、ふらつきにすぐ対応できる位置にいるようにする。

	R6.4.1２
	【サービス内容忘れ】
買い物支援時にレシートをもらい忘れた。
	家族へ報告と謝罪。
	財布なく現金とポイントカード、メモを預かった。セルフレジを使用したことと、おつりに気を取られてレシートを取り忘れた。次回からは財布やジップロックなど入れ物を使用する。

	R6.4.17
	【誤薬】
帰る前の漢方服薬忘れ
	家族に報告と謝罪。
	1階と2階に分かれて職員対応しており、本人の落ち着かなさもあり服薬失念した。どのような状態でも服用に気づけるよう目につくところに薬の保管をする。

	R6.4.17
	【誤薬リスク】
訪問対応の方の薬を持ち忘れた。
	事業所に取りに戻った
	自分がどのコースで動くのか確認し、訪問実績簿は必ず持参する。

	R6.4.25
	【転倒リスク】
本人自宅で座布団に足を滑らせソファーにもたれる形になった。
	駆け寄り体勢を整えた。
	本人が移動する動線に何があるかを確認。転倒リスクの予測をする。

	R6.4.25
	【転倒リスク】
本人自宅で和室からリビングに移動する際、ふらつき壁に右肩をぶつける。
	側ですぐ支えた。
	起きたばかりだったので、本人も足の動き悪い自覚があった。今後もすぐ側で見守る。

	R6.4.28
	【サービス内容忘れ】
夕食持参する曜日だったが忘れた。
	事業所に取りに戻った。
	夕食あるのが日曜のみだが、平日と勘違いした。
訪問実績簿に曜日記載する。

	R6.5.4
	【転倒リスク】
屋外歩行時、道路の凸凹につまづき転びそうになった。
	すぐに支えた。
	路面状況を気にしながら屋外歩行をする。道の悪い場所では腕組むなどの対応する。

	R6.5.6
	【誤薬リスク】
薬シートから薬を取り出す際、裏側部分がちぎれて薬と一緒に口に入った。
	出してもらった。
	服用時に確認し、続くようなら１包化などの対応を提案。

	R6.5.6
	【怪我】
調理時に包丁で指を切った。
	絆創膏処置し、家族に報告。
	滑りやすいウィンナーだったのも原因か。本人の能力と作業内容を確認して依頼する。また、話しながら行ったため注意散漫だったかもしれない。集中してもらうよう声掛け。



（4）職員研修参加状況
	日付
	研修名
	主催者
	参加者

	R6.4.20(土)～4.27（土）
	北海道医療大学公開講座
福祉と当事者のリアル
「強度行動障害」と呼ばれてしまう人たち
	社会福祉法人ゆうゆう
	鬼塚亜美
その他各自

	R6.5.13(月)
	アロマハンドタッチングセラピスト養成講座
	HHTA認定校
ホリセラ
	鬼塚亜美

	R6.5.18（土）～5.25（土）
	北海道医療大学公開講座
福祉と当事者のリアル
女性受刑者とその回復のリアル
	社会福祉法人ゆうゆう
	鬼塚亜美
その他各自


※令和６年６月１７日以降の日程は予定
（5）事業所の地域参加
	R６年４月１６日（火）
	拓北あいの里ケア施設町内会4月例会（杉本）

	R６年４月１８日（木）
	認知症介護困りごと相談　語り合いふわふわカフェ参加（杉本）

	R６年５月１２日（日）
	興産社町内会1区役員、班長会議（鬼塚）

	R６年５月１６日（木）
	認知症介護困りごと相談　語り合いふわふわカフェ参加（鬼塚・高倉・実習生・利用者）

	R6年５月１７日（金）
	らくら拓北弐番館（小規模多機能）運営推進会議参加（鬼塚・実習生）

	R6年５月17日（金）
	ほくほく子ども食堂・子ども弁当手伝い（鬼塚・実習生）

	R６年５月１８日（土）
	拓北・あいの里連合町内会総会、交流会（鬼塚）

	R6年５月１９日（日）
	興産社町内会１区　町内清掃（鬼塚）

	R６年５月21日（火）
	拓北あいの里ケア施設町内会５月例会（鬼塚・杉本）

	R６年５月２７日（月）
	おうち食堂ボランティア参加（鬼塚）


※令和６年６月１７日以降の日程は予定

２．地域への情報提供 
・春の歌で行うヨガなどの告知を地域にしたい→興産社町内会の回覧に回せるかは問い合わせが必要。また、1区だけではなく興産社町内会全体の回覧となる。南町町内会は第三水曜が役員会なので伺いを立てることは可能。近くの人に来てもらいたいのであれば、ポスティングでも効果あるのでは。
３．質疑応答
・地域の相談を受けていきたいが包括の総合相談支援事業の一部委託について札幌市ではどのような対応となっているか→具体的になっていない。やるとしても指定居宅介護支援事業所のケアマネになると思うが、担う余裕のある事業所はあまりないという印象を持っている。→介護施設への相談は施設を利用する人の相談を受けるというイメージがある。
・独居の方で気になる人がいた時、その地区の民生委員を調べるのはどうしたらよいか→包括に問い合わせを→民生委員も守秘義務があるので事業所に直接情報を伝えることはできない。困っている様子があっても包括に相談するか、地域での見守りとするか、事業所に相談するとしても一緒に訪問するなどして同意を得ていく必要がある。
・春の歌にAEDあるか→のどかにあるので必要時には借りることができる。

４．次回開催 
令和６度 第２回春の歌運営推進会議は、７月18日（木）１３：３０から開催いたします。
